
【津和野町】 幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業（文部科学省委託事業）

事業実施
の目的

特色の違う町内7つの園で、様々な体験や遊びを通して学んだ子どもたちが、その学びを小学校でさらに飛躍させ、子どもたち
らしく生きていける教育環境を目指す。

事業内容
・成果

（R４年度）

１．主な取組内容について
【架け橋期のカリキュラム開発会議】
開発会議のメンバー：小学校長、１年担任、関係3園の園長、学識経験者、コーディネーター
年3回開催し、保小の教職員同士の対話を通して、相互理解を深めると共に、その中から出てきた共通の思いに基づいて、架け橋プログラム作成に向けての
テーマ設定（対話・協働・探究）を行った。また、次年度から始まる実践に向けて、共通の指標を持って成長を見ていくこととした。

【架け橋期のカリキュラム】
令和5年度から、学校や保育園で行う普段の生活や学習の中で取り組む実践と、共同実践をテーマに沿って実施していく中で、園や学校の課題や共通指標
を踏まえ、随時話し合いながら、実践内容を決定する。その実践内容やその際の気づきなどについて記録し、カリキュラムに落とし込む。

【園・小学校における体制】
学校、園にそれぞれ関わっているコーディネーターによる伴走体制をとり、普段の子どもの様子や大人の関わり方についての記録をまとめる。また、これまでと同程
度の頻度で開催する開発会議とは別に、学校と保育園の関係者で話し合う場を月1回程度実施し、個別実践についての振り返りや共同実践の計画につ
いて検討を行う。

【自治体における体制】
小学校を管轄する教育委員会と保育園を管轄する健康福祉課で連携を行いながら実施する。また、これまでに教育委員会に配置されている指導主事は1
名であり増員は難しいが、学校への指導・助言を行う体制をとっている。また、コーディネーターを以前より小学校側に1名、保育園側に1名配置しているので、
それぞれの関わりの中で伴走しながら支援を行う。

２．主な成果について
保小の先生方の関係性が出来たことにより、思いを共有して進めようという機運が高まっている。また、お互いの都合や環境に合わせるという事ではなく、お互い
にできる範囲で歩み寄って考えるという意識になっている。学校においては、架け橋カリキュラムを入学から2ヶ月程度といった短い捉えではなく、ある程度長い
スパンで見ていこうという考え方になっており、小学校の1年担任だけではなく、学校全体で、共有することが大切であるという意識になってきている。

事業実施
地域・
協力園校
（R４年度）

【実施地域】 津和野町日原地域
【協力園校】
保：公立：青原保育園(認可保育所）

私立：日原保育園(認可保育所）、山のこども園うしの
しっぽ（地方裁量型認定こども園）

小：公立小学校1校（日原小学校）

今後の目標
（R５年度）

令和4年度では、学校と園が共に大切にしていることを話す中から共通
のテーマを決定することが出来たが、具体の実践を行う際に、共通の
言葉で検証ができるように、共通の指標作成を行うこととなったが、
現段階で案の作成に留まっている。この指標を早急に作成し、それを
基に実践の効果を検証していく必要がある。また、この指標に基づい
て、課題整理を行い、実践の内容に落とし込んでいく。

R5.5時点



津和野町では、現時点でカリキュラム（案）が出来ていません。その理由については以下のとおりです。

〇当初から、「学校と保育園の双方の想いを大切にし、双方の想いや世界の流れといった所からカリキュラムは最終的にで

きるもの」という捉え方で進めている。

〇この捉え方に基づき、1年目は、双方の想いから特に意識したい共通項を抽出した。これに基づき、現在指標づくりに取

り組んでいる。（指標案参照）

〇2年目については、保育園と学校の共通指標に基づいて、実践をすすめながら、カリキュラムに落とし込んでいく考え。

【津和野町】 架け橋期のカリキュラム（案）R5.5時点



【津和野町】 架け橋期のカリキュラム（案）

＜指標案＞
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